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ビジネスマナーを身に付けて
プラスアルファの仕事を

検定の学びを通して
学生の可能性を広げる

検定で得た知識で
即戦力になる

丁寧な指導が
生徒の理解を深める

正しい文書作成技能が
身に付いた

オグラ金属株式会社 （栃木県足利市）

比治山大学短期大学部 （広島県広島市）

宮崎県立高鍋高等学校 （宮崎県児湯郡高鍋町）

れいめい高等学校 （鹿児島県薩摩川内市）

京都医療科学大学 （京都府南丹市）

比治山大学短期大学部総合生活デザイン学科で
は，授業科目の中に検定を導入している。必修科目
として，1年生は秘書検定2級を，2年生はビジネ
ス実務マナー検定2級を全員が受験。指導を行う
西村この実教授は「2年間を通じて検定の勉強を行
うことで，確実にビジネススキルを身に付けるこ
とができます」と話す。同科ではサービス接遇検定を学ぶ授業を選択科目
としても設置，さらに来年度からはビジネス文書検定も導入する。「本学
科では社会人基礎力を培う学びとして，秘書検定を基礎編，ビジネス実務
マナー検定を応用編にと位置付けています。学生たちはビジネスで求め
られる内容を継続して学ぶことで社会で活躍できる力を養っていきます。
教員も折に触れて検定の勉強を継続するように学生を促しています」。今
年度は教え子の一人が秘書検定1級に合格，さらに実務技能検定協会理
事長賞を受賞し，喜びもひとしおだ。「今後も検定の学びを通して，学生の
可能性を広げていきたい」と笑顔で抱負を語ってくれた。

今年で創業101年目を迎えた老舗金属加工メー
カーのオグラ金属株式会社。同社では主に勤続10
年以下の社員がビジネス実務マナー検定に挑戦し
ている。「思いがけなく名誉ある賞を受賞し，社員一同驚きと喜びでいっ
ぱいです」と話すのは，同社総務部の古川功さん。「グローバル化の中，高
品質のもの作りだけでは生き残っていけません。社員全員が常にお客さ
まを意識し，ビジネスマナーでプラスアルファを身に付けて欲しいと考
えました」。来訪したお客さまから “笑顔で元気なあいさつが気持ちいい”
と社員が褒められることが増えたそうだ。2級に合格した製造部生産管理
グループリーダーの小林英樹さんは，検定を通して初めてビジネスマナー
を学んだ。お客さまやビジネスパートナーと接する際，検定での学びを実
践しているそうだ。授賞式では会社の代表として表彰を受けた。「緊張し
ましたが，受賞の喜びを実感しました」（小林さん）。最後に古川さんは「今
後も検定を通してビジネスマナーの向上を図り，全員営業の意識で，さら
にお客さまに愛される企業を目指していきます」と抱負を語ってくれた。

専門学校日経ビジネスは今回が初めての受賞となった。「日頃の指導の成
果が認められたようで，大変うれしく思っています」と話すのは，副校長
の呉屋友和先生だ。同校の大半を占める公務員ビジネス科の学生たちは，

「社会人に必要とされる実務知識の習得が即戦力につながる」という意識
を持ってビジネス文書検定を受験している。授業では教科書と独自の説
明資料を併用し，学生の理解を促進。また，全員合格を目標に掲げ，教職
員や学生が先輩たちの実績を超えるという意識を持ち続けるよう動機付
けを行った。「検定を通して得た封筒の宛名書きやビジネス文書の形式の
知識は，卒業後の社会人生活に生かされていることと思います。学生たち
には検定合格をゴールとするのではなく，人としても尊敬される人物に
なることを期待しています」と力強く語ってくれた。

れいめい高等学校は一昨年に続き，二度目の受賞。小田仁美先生は「検定
に向けて一生懸命に取り組んできた生徒たちをとても誇らしく思ってい
ます」と話し，生徒たちのさらなる自信につながるとうれしそうだ。同校
では普通科キャリアアップコースの2年生がビジネス文書検定に，3年生
がサービス接遇検定に挑戦する。生徒たちの目指す進路はさまざまだが，
いずれは皆社会に出ていくことから，ビジネスマナーの指導に力を入れ
る。「即戦力として活躍できるよう，検定を通して社会人としての基礎力
を学ばせています」。生徒たちは繰り返し過去問題を解いて学習を進める
が，細かいミスをきちんと拾って指摘し丁寧に説明していると小田先生。

「ミスの原因や考え方の違いなどが明確に
なり，生徒の理解が深まります。その積み
重ねがミスのない解答につながっていくの
です」。同コースでは授業の中で企業や地
域の大人たちと関わる機会も多い。「メール
のやりとりを臆することなくできるように
なったと話してくれた生徒も。日々の生活
の中で，生徒たちが学んでよかったと実感
できる場面が多いと感じています」。

京都医療科学大学は，株式会社島津製作所が開校した日本初の診療放射
線技師養成校を源とする単科大学。指導を担当する青野美幸先生は「ビ
ジネス文書検定の学習を通して文章作成への苦手意識が薄れ，褒められ
ることが増えたと自信になっているようです」と受験の成果を語る。「本
学ではまず1年生にビジネス文書検定の受験を勧めました。実社会で通
用する文書が書けることを証明する資格ということで，2～4年生も受験
を希望。全学年が参加できる対策講座も行いました。4・5月は2週間に1
回の頻度で模擬試験を行い，合格点を取るための下地をつくりました。6
月はそれぞれが自分のペースで学習し，7月の試験に挑戦。合格して喜ぶ
学生がいる中，不合格となり悔し涙をこらえた学生が笑顔をつくり『もっ
と勉強して次回も受験します』と言ってくれたことが印象に残っていま
す。団体で最高の賞を頂けたことを忘れず，学生には学び合うことを大切
にし，充実した大学生活を送ってくれることを願っています」。

宮崎県立高鍋高等学校は令和元年度にはサービス
接遇検定で文部科学大臣賞を受賞。生活文化科の
生徒が，2年次にサービス接遇検定，3年次にビジ
ネス実務マナー検定に取り組んでおり，「社会経験
のない生徒にはビジネスの場面を題材にした問題は難しい。できるだけ
高校生の生活に置き換え，かみ砕いて説明することに力を注ぎました」と
髙野恵子先生。また，ビジネスの場面で使う道具は実物を示し，写真や動
画を活用してイメージをしっかり持たせるようにした。「本学科には毎年
数名の就職希望者がいます。ビジネス実務マナー検定でビジネスの場面
についての心構えが少しでも備わっていれば，社会に出たときにはその
先のことに力を注ぐことができ，即戦力となり得るのではないでしょう
か。社会に出たときの心の余裕につながるような，最低限の一般知識と，
基礎的な業務や人との関係性について学べる検定だと感じています」。
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